
独唱： 大村 博美（ソプラノ）  　 野間 愛（アルト）                    
　　　千代崎 元昭（テノール）    寺田 功治（バス）

              
室内楽：プリエール室内オーケストラ       

 
合唱：クール・プリエール

   

Abendständchen　Op.42-1

Rosmarin  Op.62-1 

Das Mädchen  Op.93a-2

Ⅰ.  イギリス・ルネサンス期のモテットとマドリガル
　　  Motets and Madrigals of the English Renaissance "Golden Age" 

1. バード：アヴェ・ヴェルム・コルプス
　 William Byrd: Ave verum corpus

2. ダウランド：すべての思いが目ならば
　 John Dowland: Were every thought an eye

3. 3. ギボンズ：白銀の白鳥
　 Orlando Gibbons: The silver swan

　     

Ⅱ.  アメリカ現代合唱曲
　　  Contemporary American Choral Music

バーチャード：白銀の白鳥
Richard Burchard: The silver swan

Ⅲ.  Ⅲ.  ブラームス無伴奏世俗合唱曲
　　 Johannes Brahms: Weltliche a capella Gesänge

1. 夕べのセレナーデ

2. ロスマリン

3. 少女 *

2 3

－休憩 －

*ソプラノ独唱：大村博美

 

1. Introitus: Requiem aeternam 
2. Kyrie
3. Sequenz:  (ⅰ) Dies irae
4. - (ⅱ) Tuba mirum
5. - (ⅲ) Rex tremendae
6. - (ⅳ) Recordare6. - (ⅳ) Recordare
7. - (ⅴ) Confutatis
8. - (ⅵ) Lacrimosa
9. Offertorium: (ⅰ)Domine Jesu
10. - (ⅱ) Hostias
11. Sanctus
12.Benedictus
13. Agnus Dei13. Agnus Dei
14. Communio: Lux aeterna

（合唱、ソプラノ）

（四重唱）

（四重唱）

（合唱、四重唱）

（四重唱）

（合唱、ソプラノ）

　Ⅳ.  モーツァルト：レクイエム　K. （ジュースマイヤー補作）
　　   Wolfgang Amadeus Mozart: Requiem K.626 (completed by Süßmayr)　
　　　　　　　　　　　　　　　　

1. 入祭唱：永遠の安息　　
2. 憐れみの賛歌
3. 続唱：怒りの日  
4. 4. - 奇しきラッパの響き
5. - 恐るべき みいつの王
6. - 思い出したまえ
7. - 呪われた者たちは退けられ
8. - 涙の日
9. 奉献唱：主イエスよ
10. - 賛美の生贄と祈り
11. 11. 聖なるかな
12. 祝福されますように
13. 神の子羊
14. 聖体拝領唱：永遠の光

指揮： 齋藤友香理

プログラム



Ⅰ.   イギリス・ルネサンス期のモテットとマドリガル

Ⅱ.    アメリカ現代合唱曲／バーチャード：白銀の白鳥

Ⅲ.    ブラームス：無伴奏混声合唱曲集より

本日最初のステージは、イギリス・ルネサンスの黄金期に活躍した3人の作曲家の
曲をお届けする。
最初に演奏するバードは、“ブリタニア音楽の父”と称され、王室礼拝堂のオルガ最初に演奏するバードは、“ブリタニア音楽の父”と称され、王室礼拝堂のオルガン

奏者として活躍するとともに、エリザベス女王が好んだヴァージナル（当時の鍵盤楽
器）曲を数多く作曲したことでも知られている。彼は英国国教会のための英語による
礼拝のための音楽（サービス）や聖歌（アンセム）を数多く残しているが、自身はカ
トリックの教義を捨てたわけではなく、3声、4声、5声のミサ曲やラテン語の聖歌も
多く残している。本日演奏する「アヴェ・ヴェルム・コルプス」もカトリックで用い
られる聖体讃美歌であり、バードの宗教的信条が窺える作品となっている。
2曲目のダウランドは、バードとは異なり、この時代の作曲家には珍しく宗教曲2曲目のダウランドは、バードとは異なり、この時代の作曲家には珍しく宗教曲を

ほとんど書いておらず、リュート曲やリュート歌曲などの世俗曲が多くを占めてい
る。“吟遊詩人”と称された彼の楽曲は、生前から人気があり、最も有名な「Flow my 
tears（流れよわが涙）」は大陸でも多くの作曲家が編曲をするほどであった。ダウ
ランドの歌曲は第1～第3曲集及び「巡礼者の慰み」にまとめられているが、それらの
中で比較的耳にする 「Come again」 や「Fine knacks for ladies」 などの明るい曲
はむしろ例外であって、“ダウランド常に悲しむ”と喩えられるように、メランコリー
な曲調が多くを占める。多くが自作とされる歌詞の内容も恋愛の痛み、つれない恋な曲調が多くを占める。多くが自作とされる歌詞の内容も恋愛の痛み、つれない恋人
への恨みや屈折した想い、報われない愛、思い通りにいかない人生、等が多く、まる
で、ルネサンス時代に現れたシンガーソングライター、ともいえる。本演奏では、そ
の歌詞にも注目して頂きたい。また、本曲は6/8拍子の軽妙な変拍子を伴うもので、
合唱で洒落て歌うのはなかなか。特にテノールの至芸には注目である。
３曲目のギボンズも王室礼拝堂のオルガン奏者であったが、彼の本領は器楽付きま

たはアカペラの聖歌や、ヴィオルなどの器楽曲、鍵盤曲、マドリガルなどの作品にあ
る。本日演奏する「白銀の白鳥」は、“白鳥の歌”（死ぬ前に白鳥が出すという最後の
声）になぞらえた美しいマドリガルであるが、最後の歌詞の“白鳥よりも鵞鳥が、賢
者よりも愚者が”という厭世的な「声」に、ハッとさせられる方も多いだろう。な
お、プリエールは1982年都民コンクール小人数部門で本曲を歌い、1位を受賞した。
今回の3人は、生年がそれぞれ20年ずつ異なるが、それぞれの楽曲のスタイルの今回の3人は、生年がそれぞれ20年ずつ異なるが、それぞれの楽曲のスタイルの違

いも感じ取って頂ければ幸いである。　　　　　　　　　　　　　　　（橋本俊幸）

第2ステージでお送りする曲は、米国出身の1960年生まれの作曲家バーチャー
ドの「白銀の白鳥」(2019、ギボンズの同名作品)である。近年、現代音楽のト
レンドは、行き着くところまでいった調性の崩壊、偶然性の活用、執拗な繰り
返し（ミニマルミュージック）などの技法から、調性回帰、明確な音構造への

揺り戻し、聴衆にわかりやすい音楽といった方向性が現れている。バーチャードも同
様な流れを踏襲しているが、特徴的な面として、合唱曲、特にアカペラの作品群を数
多く発表し、教職の傍ら、若年層の演奏しやすい作品を出版している。
こちらの「白銀の白鳥」は作曲家自身がギボンズの作品にインスパイアされこちらの「白銀の白鳥」は作曲家自身がギボンズの作品にインスパイアされた
旨を言及しているが、各声部間の全音や半音の音の重なり、6度、7度、9度のテ
ンションコード、最大10声部にもわたる幅広い和音、変拍子の使用など、まぎれ
もなく現代の作曲家の特質を示している。曲は静謐に始まるが、所々の重要な歌
詞となる度に音楽が目まぐるしく変わっていくところも見逃せない。
最後の最後の “白鳥よりも～” のパッセージはギボンズではわずか４小節のところ、バー

チャードでは、長く引き伸ばされ、多くの声部が重ねられ劇的な表現となっている。
昨今の世界の情勢を見るにつけ、この言葉の重みは今につながるものであり、氏の強
いメッセージを演奏者として皆様にお伝えできれば幸いである。　　　（橋本俊幸）

本日第3ステージでは、ブラームスのアカペラの世俗曲から3曲を取り上げる。それぞ
れ作曲年代が異なり、その形式の違いは曲集のタイトルからも窺える。
「夕べのセレナーデ」は「夕べのセレナーデ」は 「 3つの歌 作品42」 の1曲目である。6声の重厚なハーモ

ニーで、女声3部の入りを受け男声3部が応答するカノンのような形式で進んでいく
が、所々で順番が逆転し男声が先導し女声が応答する部分や、内声3部と外声3部のカ
ノン形式になるなど組み合わせの妙が楽しめる。また、愛を語るセレナーデにひとき
わ静謐な雰囲気を醸し出す、ブラームスの曲想の豊かさにも着目したい。
「ロスマリン」は「ロスマリン」は 「 7つの歌曲 作品62」からの1曲 で、歌詞はドイツの古い民謡詩

集「子供の不思議な角笛」による。有節歌曲の形式で1番から4番まで同じメロディを
歌う、ブラームスにしては珍しく単純な形式となっている。とはいえ、歌詞は悲しい
結末を迎える内容であり、それを大袈裟に表現せず、短い楽節の繰返しで淡々と場面
展開していくところが、ブラームスらしいと言えよう。なお、ロスマリンは英語でロ
ーズマリー、西洋では、変わらぬ愛と記憶の象徴、そして弔いの花である。
最後の「少女」は最後の「少女」は 「 6つの歌曲とロマンス 作品93a」 からの1曲。歌詞はセルビア

民謡に基づくもので、冒頭から民族舞踊風に3拍子と4拍子が交錯する。また、曲集の
タイトルに “ロマンス（Romanze）”と記載されていることに注目されたい。クラシ
ック音楽で言うところのロマンスは、叙情的で歌うような美しい旋律で自由な形式を
持つ曲とされており、この曲は前の曲群とは異なり、美しいソプラノ・ソロを伴って
物語風に進んでいく。終幕大団円で、ロ短調からロ長調への転調も是非堪能された
い。なお、この曲は、作品95-1でソプラノ独唱の歌曲にもなっている。
これらの小品であっても、様々な形式とバラエティに富んだ楽曲を生み出す、ブラこれらの小品であっても、様々な形式とバラエティに富んだ楽曲を生み出す、ブラ

ームスの多面性を感じて頂けたら、演奏者冥利に尽きるものである。（橋本俊幸）
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Ⅳ.   モーツァルト：「レクイエム」K. （ジュースマイヤー補筆）
今年の演奏会を締めくくる曲は、神童ヴォルフガング・アマデウス・モーツァ
ルト（1756-91）の未完の遺作「レクイエム」である。作曲の経緯を含めて、あ
まりにも有名で解説するまでもないのだが、一応おさらいしておこう。
1791年初夏の夕暮れ、オペラ「魔笛」の作曲に追われるモーツァルトのもとに1791年初夏の夕暮れ、オペラ「魔笛」の作曲に追われるモーツァルトのもとに、

素性を隠した黒衣の使者が訪れ、高額の報酬でレクイエム（葬送ミサ曲）作曲の依
頼があった。人気が陰り前年の公演で大赤字だったモーツァルトは、多忙にもかか
わらず、その依頼を引き受けた。しかし、9月末に「魔笛」を完成・初演し、レクイ
エム作曲に取り掛かると体調を崩す。やがて彼は、死の使者から自分の葬儀のため
のレクイエムを依頼されたと妄想し、憑かれたようにレクイエム作曲にのめり込む
が、ついに「涙の日」8小節で筆が絶える。死の直前の12月5日、彼はベッドに弟子
ジュースマイヤーを呼び寄せ、レクイエムをどう完成させるか指示を伝えると息ジュースマイヤーを呼び寄せ、レクイエムをどう完成させるか指示を伝えると息を
引き取った。彼の死後、未亡人コンスタンツェは、約束の報酬を得るために未完部
分の補筆をジュースマイヤーに頼み、レクイエムとして完成させた。
といったところだが、“妄想に憑かれて”との風説は、伝記の創作というのが濃厚

だ。そもそも死ぬとは思っておらず、急病だったようだ。なお、伝記では伏せら
れていた依頼者の謎は、20世紀の研究で判明した。ヴァルゼックという愛好家の
伯爵が、亡き妻の一周忌に自作のレクイエムとして指揮するために、作曲を依頼
したというのだった。引き渡された楽譜は、1793年12月に伯爵作品として演奏さ
れた。その後1800年、「レクイエム」は、コンスタンツェにより“モーツァルト作
曲ジュースマイヤー補筆”としてブライトコプ社から出版された。
さて、少し遡って、1781年、モーツァルトは、ザルツブルクを離れウィーンに定さて、少し遡って、1781年、モーツァルトは、ザルツブルクを離れウィーンに定住

し、支援者のスヴィーテン男爵を通じてバッハとヘンデルの音楽に接した。そして、
両巨匠の精緻な対位法や劇的表現に深く感銘を受け、手稿の研究や管弦楽編曲などを
手掛けた。本曲には、その影響が色濃く窺える。例えば冒頭は、ヘンデルの葬送アン
セム「シオンの道は悲しみ」がモデルといわれる。なお、楽曲全体の構成や曲想につ
いては、ミヒャエル・ハイドンの「レクイエム」（1771年）を参考にしたといわれる。
楽曲の構成に移ろう。レクイエムというのは葬儀ミサのための音楽で、歌詞は楽曲の構成に移ろう。レクイエムというのは葬儀ミサのための音楽で、歌詞は典

礼文による。モーツァルトは、「続唱」の部分を6つの曲に分割している。全曲のう
ち、モーツァルトが作曲したのは、冒頭第１曲から第8曲「涙の日」8小節までと、
その次の第9、第10曲の奉献唱2曲である。第1曲は管弦楽含め完成していたが、以降
の管弦楽は、一部のスケッチはあるものの未完だった。誤解のないように念のため
に付け加えると、これらの曲・部分は、声楽部分は全てモーツァルトが完成したも
のだ。ジュースマイヤーが補筆したのは、第2曲以降の管弦楽部分の完成と、「涙の
日」の9小節以降、第11曲「聖なるかな」、第12曲「祝福されますように」、日」の9小節以降、第11曲「聖なるかな」、第12曲「祝福されますように」、第13

曲「神の子羊」の作曲である。また、第14曲「聖体拝領唱」は冒頭2曲から転用し
て補った。このため、第14曲は、ほぼモーツァルト原曲と言えよう。
第1曲「入祭唱」は、死を予感させるニ短調で始まる。冒頭バスの旋律は“レクイ

エム主題”と呼ばれ、全曲を支配する。中間部では、弦を伴うソプラノ・ソロが美し
く響く。第2曲「憐れみの賛歌」は、名高い“Kyrie”の二重フーガ。第一主題の減7度
跳躍は苦悩や悲劇の表現として多用され、ヘンデル「メサイア」第25曲への類似も
指摘される。息もつかせぬ緊迫のストレッタを経て、一気に終結部に至る。
第3曲「怒りの日」では、ティンパニとトランペットが轟き、神の怒りと人の恐第3曲「怒りの日」では、ティンパニとトランペットが轟き、神の怒りと人の恐れ

を強烈に描き出す。バスはオクターブ高くレクイエム主題を歌う。第4曲「奇しきラ
ッパの響き」は、トロンボーン・ソロ、次いでバス独唱で始まり、順次、独唱が受け
継がれる。第5曲「恐るべき みいつの王」は、バロック的付点リズムで、恐怖の大王
の威厳を示す。なお、合唱部分は、本日は近年の解釈に従って複付点で演奏する。第
6曲「思い出したまえ」は、豊かなアルト独唱の祈りで始まる、珠玉の四重唱。第7曲
「呪われた者たちは退けられ」は、冒頭、低音弦のオスピナートを伴って男声が地獄
の罰の恐怖に叫ぶと、一転、女声が祝福を優しく願う。その後、モーツァルト躍如の罰の恐怖に叫ぶと、一転、女声が祝福を優しく願う。その後、モーツァルト躍如の
エンハーモニック転調で、共に祈りながら鎮まり、そして静かに、かの有名な第8曲
「涙の日」に入る。冒頭の弦は、涙の滴り。合唱が、灰からの蘇りと憐れみを切々と
訴え、クライマックスの8小節目で絶筆。以降の部分は、ジュースマイヤーによるも
の。最後2小節の “Amen”を、主調ニ短調の長和音に転じて結び、次曲に備える。
そして、この長和音をドミナントとして、第9曲「主イエスよ」のト短調に入る。

数少ないモーツァルトのト短調。疾風怒濤、交響曲第25番と、疾走する悲しみ、第
40番。そのト短調で、合唱が哀願するように足早に進み、四重唱を経て、後半の壮
麗な“Quam olim”フーガに入る。次の「賛美の生贄と祈り」は変ホ長調。柔和に合
唱が賛美の祈りを捧げる。そして、 “Quam olim”フーガを再現して終わる。
第11曲「聖なるかな」は、壮麗なニ長調で始まり、直ぐに、短い第11曲「聖なるかな」は、壮麗なニ長調で始まり、直ぐに、短い “Hosanna”の
フーガへ。第12曲「祝福されますように」は四重唱。その変ロ長調のまま、 
“Hosanna”フーガの再現で結ぶ。第13曲「神の子羊」は、主調のニ短調。バスに
レクイエム主題を再現し、モーツァルト原曲の第14曲「聖体拝領唱」に繋ぐ。第
1曲のソプラノ・ソロが再現し、第2曲を転用した二重フーガで全曲を閉じる。
本日演奏するジュースマイヤー補筆版を巡っては、数多の議論がなされ、特本日演奏するジュースマイヤー補筆版を巡っては、数多の議論がなされ、特に
20世紀半には、様々な補筆修正版が発表された。しかし、いずれもジュースマイ
ヤー補筆版を凌ぐには至らず、結果として、逆に、ジュースマイヤー補筆版の価
値を高めたと言える。なお、本日の演奏では、合唱の規模に合わせて、管弦楽の
編成を縮小している。一昨年の「ヴェスぺレ」に続いて、齋藤友香理の歯切れ良
い指揮でモーツァルトをお楽しみ頂ければ幸いである。　　　　　（橋本光廣）
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東京都出身。桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学ピアノ科卒業後、同大学の科目履修東京都出身。桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学ピアノ科卒業後、同大学の科目履修生

『指揮』に在籍し、黒岩英臣、高関健、梅田俊明の各氏に師事した。2009年からはローム ミュージック フ

ァンデーションの指揮セミナーで小澤征爾、湯浅勇治、三ツ石潤司各氏の指導を受ける。その後小澤征

爾氏により指揮研修生に選ばれ、特別レッスンを受講する。そして　2010年 9月にサイトウ・キネン・フェス

ティバル松本(現セイジ・オザワ松本フェスティバル)で青少年のためのオペラ《ヘンゼルとグレーテル》を

指揮し、オペラデビューを果たした。また同年からは一年間、公益財団法人 新日鉄住金文化財団「指

揮研究員」として紀尾井ホール室内管弦楽団および東京フィルハーモニー交響楽団で研鑽を積む。

2013年2013年 9 月からはドイツのドレスデンに拠点を移し、ドレスデン音楽大学大学院指揮科に在籍、G.C.ザン

ドマン教授に師事し、修了。その間、ドレスデン音楽祭総監督であるヤン・フォーグラーの推薦によりモ

ーリッツブルグ音楽祭に招かれ、ハインリヒ・シフのアシスタント指揮者を務める。2015年、第 54 回ブザン

ソン国際指揮者コンクールで聴衆賞とオーケストラ賞を同時受賞。2016年にリール国立管弦楽団を指揮

し欧州デビューを果たす。また 2017年には、ウィーンのトーンキュンストラー管弦楽団との公演におい

て、ダニエル・オッテンザマーと共演。2018年 5～7 月にはバイエルン州立歌劇場で上演されたワーグナ

ー《パルジファル》で、音楽監督キリル・ペトレンコのアシスタントを務めた。

これまでに読売日本交響楽団、東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、日本フィルハーモこれまでに読売日本交響楽団、東京交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、日本フィルハーモニ

ー交響楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団、神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、札幌交響楽団、山形交響楽団、群馬交響楽団、京都市交響楽団、大阪フィル

ハーモニー交響楽団、日本センチュリー交響楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団、大阪交響楽団、

名古屋フィルハーモニー交響楽団、オーケストラ・アンサンブル金沢、富士山静岡交響楽団、中部フィ

ルハーモニー交響楽団、兵庫県立芸術文化センター管弦楽団、九州交響楽団等を指揮。

2023年、クール・プリエールの常任指揮者に就任、一昨年の第40回定期演奏会から当団を指揮。

齋藤 友香理（指揮）  SAITO Yukari

プロフィール

東京藝術大学大学院修了後イタリア留学中にベルヴェデーレ・コンクール・オペラ部門

（ウィーン）、ジャンフランコマズィ−ニ・オペラコンクール（イタリア／レッジョエミリア）等の

国際コンクール入賞。拠点をフランスに移しマルセイユ国際オペラコンクール優勝。欧

米豪の歌劇場や音楽祭で《蝶々夫人》、《オテロ》デズデモナ、《トロヴァトーレ》レオノー

ラ、《フィガロの結婚》伯爵夫人、難役として知られる《ノルマ》等、常にソプラノの主役で

活躍。プッチーニ・フェスティバル（イタリア／トッレ・デル・ラーゴ）では2018年、19年に2

年連続《蝶々夫人》、21年に《トスカ》で主演し喝采を浴びた。コンサートの分野でも、ロ

ンドン交響楽団とセントポール大聖堂でブラームスの《ドイツ・レクイエム》ソロ、フランンドン交響楽団とセントポール大聖堂でブラームスの《ドイツ・レクイエム》ソロ、フランス

国立管弦楽団とパリのシャンゼリゼ劇場でメンデルスゾーンの《真夏の夜の夢》ソロを務

める等高い評価を受ける。日本では新国立劇場《蝶々夫人》、《ドン・カルロ》エリザベッ

タ等で大成功を収め、近年は東京二期会の《蝶々夫人》、《トスカ》、《椿姫》、演奏会形

式《ノルマ》等で喝采を博す。東京交響楽団とのベートーヴェン《第九》のCD、オペラ・

オーストラリアから違う演出で2本の《蝶々夫人》のDVDが発売中。

今年９月初旬には、東京二期会/新国立劇場で《運命の力》レオノーラ役を歌う。クー

ル・プリエールとは、2021年定期演奏会から今回で4回目の共演となる。

徳島県出身。東京藝術大学大学院オペラ専攻修士課程、博士後期課程を修了し徳島県出身。東京藝術大学大学院オペラ専攻修士課程、博士後期課程を修了し博

士号を取得。東京藝術大学バッハカンタータクラブに所属、定期的に開催されるアカ

デミーにて、世界的バッハ専門家として名高い小林道夫氏に師事し研鑽を積んだ。こ

れまでに、ヘンデル《メサイア》、J.S.バッハ《ロ短調ミサ曲》、ベートーヴェン《第九》、マ

ーラー交響曲第2番《復活》などのアルト・ソリストを務める。また、プロの合唱団やアン

サンブルグループの一員としても演奏活動を行い、主催事業では、日本語によるオペ

ラの制作公演団体「オペラのまど」の代表として新作オペラの公演企画を行う。第１回

平井康三郎声楽コンクール第１位。第２８回大阪国際音楽コンクールAge-G第２位。平井康三郎声楽コンクール第１位。第２８回大阪国際音楽コンクールAge-G第２位。現

在、東京都立総合芸術高校非常勤講師。

京都大学卒業。尚美学園ディプロマ首席修了。東京二期会公演《こうもり》でデビュー。

その後、渡欧し約25年間イタリアを中心に世界約40ヵ国で1200回以上オペラに出演す

る。ミラノ・スカラ座、ヴェローナ野外劇場、ベルリン・ドイチュオーパーなどオーディショ

ン合格。1993年にはトリノ王立歌劇場《マノン・レスコー》　(プッチーニ作曲)初演100周

年記念テノールに選出される。マリオ・デル・モナコ国際コンクール最高位、ベッリーニ

国際コンクール入賞。声楽をP.ヴェントゥーリ、P.M.フェラーロ、C.ベルゴンツィ、F.コレ

ルリの各氏に、演技・演出論をP.トレヴィージ、音楽理論・指揮法をS.P.アマート氏に師

事する。関西二期会会員、スロヴェニア共和国より外国人芸術家賞を授与される。事する。関西二期会会員、スロヴェニア共和国より外国人芸術家賞を授与される。

東京音楽大学声楽演奏家コース卒業。英国ギルドホール音楽演劇学校から奨学金を

受け大学院修士課程オペラコース修了。ネザーランド・オペラ・スタジオ研修生修了。

これまでに小澤征爾音楽塾プロジェクト、サイトウ・キネン・フェスティバル等にて小澤征

爾氏と度々共演。アイルランド・ウェックスフォード・フェスティバル・オペラに数々の公

演で出演し、ヨーロッパ初演となったケヴィン・プッツ《サイレント・ナイト》では英国中佐

役を務める。第11回コンセール・マロニエ21第1位、第7回エレーナ・オブラスツォワ国

際声楽コンクール第3位、英国クロンター・オペラ賞・聴衆賞、第85回日本音楽コンクー

ル第2位等受賞多数。2025年より小林研一郎指揮、日本フィルハーモニー交響楽団ル第2位等受賞多数。2025年より小林研一郎指揮、日本フィルハーモニー交響楽団《

第九》にてソリストを務める。

野間 愛
 （アルト独唱）
 NOMA Ai

大村 博美
 （ソプラノ独唱）
 OMURA Hiromi

千代崎 元昭
 （テノール独唱）
 CHIYOZAKI Motoaki

寺田 功治
 （バス独唱）
 TERADA Koji

（2024年定期演奏会）

Photo by Kana Tarumi

Photo by Kana Tarumi

©FUKAYA/auraY2



2008.9 第25回記念
2009.9 第26回
2010.9 第27回
…  （中略）…
2017.9 第34回  
2018.9 第35回　
2019.9 第36回2019.9 第36回
2021.9 第37回
2022.9 第38回
2023.9 第39回
2024.9 第40回

2025.7 第41回　

        

　　バッハ「ミサ曲ロ短調」
ラッスス「エレミア哀歌」より聖木曜日の哀歌、三善晃「嫁ぐ娘に」、ブルックナー「ミサ曲第2番」
モンテヴェルディ「愛する女の墓に流す恋人の涙」、ブラームス「5つの歌」Op.104、スカルラッティ「悲しみの聖母」、他

ヴィクトリア「エレミアの哀歌」より、マクミラン「ミゼレーレ」、ブルックナー・モテット集、マルタン「二重合唱のためのミサ」
ヴィクトリア、モンテヴェルディ「アリアンナの嘆き」、ピツェッティ「レクイエム」、ブラームス「四重唱曲集」作品31、64　
ヴィクトリア、バルト三国合唱曲（ペルト、他）、フォーレ合唱曲集「魔神」「ラシーヌの雅歌」他、ブラームス「哀悼の歌」
ヴィクトリア、ブラームス「マリアの歌」、フォーレ歌曲（独唱：大村博美）、プーランク「スターバト・マーテル」抜粋、他ヴィクトリア、ブラームス「マリアの歌」、フォーレ歌曲（独唱：大村博美）、プーランク「スターバト・マーテル」抜粋、他
ラッスス「エレミア哀歌」、ラインベルガー/ベルク/ディストラー、ブラームス「運命の歌」、ブラームス「愛の歌」抜粋
《黒岩英臣退任記念》　ヴィクトリア宗教曲集、コダーイ合唱曲集、ブラームス「ドイツ・レクイエム」
《齋藤友香理就任記念》パレストリーナ「教皇マルチェルスのミサ」より、プリンスルー「サルヴェ・レジーナ」（日本初演）、
ブラームス「5つの歌」作品104、モーツァルト「証聖者の荘厳晩課」 K.339
モンテヴェルディ「愛する女の墓に流す涙」、ジェズアルド「聖週間の応唱集」より、ブリテン「5つの花の歌」、
ブラームス「ジプシーの歌」

《近年の定期演奏会》会場は浜離宮朝日ホール、第37回のみ石橋メモリアルホール

1973年、東大柏葉会現役・OBが中心になり創立。1982年より黒岩英臣を常任指揮者に迎え、繊
細なアンサンブルを目指し再編成、以来40余年にわたり、祈りと情熱に溢れる氏の薫陶を受け
る。2023年、黒岩氏の勇退に伴い、後任の常任指揮者に齋藤友香理を招聘、円熟のアンサンブル
に"新たな風"を迎える。ルネサンス期の宗教曲・世俗曲、ロマン派から近現代に至るヨーロッパ
のアカペラ合唱曲が主なレパートリー。団名の通り「Choeur（合唱）Prière（祈り）」を表現
できる合唱団を目指している。1982年都民コンクール第一部門第一位、1984年～87年宝塚国際
室内合唱コンクール銅賞、1995年 東京ヴォーカルアンサンブルコンテスト一般の部金賞など。
https://www.choeurpriere.com/　https://www.choeurpriere.com/　

クール・プリエール（合唱）     Choeur Prière

《2027年定期演奏会のお知らせ》
第43回定期演奏会　2027年7月17日（土）2:00pm 紀尾井ホール
　 お問合わせ email: info@choeurpriere.com  ホームページ https://www.choeurpriere.com  

     練習日：毎週土曜午後　練習場所：東急東横沿線 (目黒区周辺)　見学歓迎

（表紙・イラストデザイン：菱沼彩子） 

出演団員　Members 　 〇：幹事長、◇：団内指揮者、☆：賛助出演）

10 11

プリエール室内オーケストラ
プリエール定期演奏会のために結成された室内オーケストラ。第38回に伴奏した桐朋学園卒の若手
弦楽四重奏メンバーを主体に、第一線で活躍する実力派で構成。第1バイオリンの山根あずさがコ
ンサート・ミストレスを務める。

山根 あずさ（1st violin）佐川 絵美（同）
中村 楓子（2nd violin）　金子 都（同）
藤村 もりの（viola）  中村 詩子（同） 
安井 総太郎（cello）　下川 朗（contrabass）
阿久津 紋子（Basset-horn） 恩智 聡子（同）
木村 卓巳（fagott）　興津 諒（同）
鶴鶴田 麻記（trumpet）佐々木 美桜（trombone）
秋場 一宏（timpani）


